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【日商簿記検定 3級】電子記録債権・債務 仕訳問題 

 

1. 当社は、得意先の A社に対して売掛金¥340,000がある。A社は、この代金について取引銀行を

通じて電子記録債務の発生記録を請求した。当社は、取引銀行から発生記録が行われた旨の通

知を受けた。この取引について、当社の仕訳を示しなさい。 

 

2. 当社は、仕入先の B社に対する買掛金¥260,000の支払いにあてるため、取引銀行を通じて電子

記録債務の発生記録を請求し、発生記録が行われた。この取引の仕訳を示しなさい。 

 

3. C社に対する電子記録債権¥340,000について、支払期日が到来し、同額が当社の普通預金口座

に入金された。この取引の仕訳を示しなさい。 

 

4. D社に対する電子記録債務¥260,000について、支払期日が到来し、同額が当社の当座預金口座

から引き落とされた。この取引の仕訳を示しなさい。 

 

5. E社は、F社に商品を掛けで販売しており、F社に対する売掛金¥180,000がある。F社は、この

代金について取引銀行を通じて電子記録債務の発生記録を請求し、発生記録が行われた。E社

は、取引銀行から発生記録の通知を受けた。（1）E 社の仕訳と、（2）F 社の仕訳を、それぞれ

示しなさい。 

 

6. 当社は、得意先の G社に商品¥450,000（税抜）を販売した。消費税率は 10%である。消費税を

含めた代金の総額のうち¥165,000は、当社の普通預金口座に振り込まれた。残額は、G社の承

諾を得て、ただちに取引銀行を通じて電子記録債権の発生記録を行った。なお、残額は売掛金

を経由せずに記帳すること。この取引の仕訳を示しなさい。 

 

7. 当社は、仕入先の H社に対する買掛金¥500,000について、次のとおり処理した。残額は、普通

預金口座から振り込んで支払った。 

・¥320,000については、取引銀行を通じて電子記録債務の発生記録を請求し、発生記録が行わ

れた。 

・残額は、普通預金口座から振り込んで支払った。 

この取引の仕訳を示しなさい。 

 

8. 決算日（3月 31日）において、売掛金の期末残高は¥640,000、電子記録債権の期末残高は¥360,000

である。これらの期末残高合計に対して 2%の貸倒引当金を、差額補充法により設定する。な

お、決算整理前の貸倒引当金の残高は¥7,500である。この決算整理仕訳を示しなさい。 


